


















本稿では，Lucas and Stokey (1983) の設定をいくつかの観点から変更することによ
り，公債の課税平準化機能について考察する。この問題に関する先駆的論文は Barro 
(1979) であり，多くの実証分析がこれに続くが1，その後の理論分析が主に依拠するのは




𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 + (1 + 𝑟𝑟𝑟𝑟)𝑏𝑏𝑏𝑏𝑡𝑡𝑡𝑡−1
𝑔𝑔𝑔𝑔 = 𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡𝑦𝑦𝑦𝑦𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑡𝑡𝑡𝑡















      (2) 
となる。そして，以下のような徴税費用（collection cost）の最小化を目的として設定する
ことにより4， 
                                                   
1 日本では，浅子他 (1993) ，中里 (2004) ，畑農 (2009) などがある。 
2 Lucas and Stokey (1983) では，資本が存在せず，政府支出が外生的に変動し，保険が利用可能である
という状況を分析している。これに対して，Chari et al. (1994) では資本が導入され，政府支出に加えて
生産性も変動する。また，Aiyagari et al. (2002) では保険が利用不可能となる。そして，Alesina and 
Tabellini (1990) は政府支出を内生化したうえで再選の不確実性を導入し，与党が財政赤字を戦略的に利
用する状況を分析している。 
3 Barro (1979, p.942) の(1)式では，𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が税率ではなく税額として表記され，その後，それを国民所得𝑌𝑌𝑌𝑌𝑡𝑡𝑡𝑡
で除した𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡 𝑌𝑌𝑌𝑌𝑡𝑡𝑡𝑡⁄ を税率と呼んでいるが，本論文では可能な限り Lucas-Stokeyモデルと変数の定義を共通化
させるため，𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡を税率として扱う。また，Barro (1986) は連続時間モデルであるが，そこでは𝜏𝜏𝜏𝜏(𝑡𝑡𝑡𝑡)を税率
とし，𝜏𝜏𝜏𝜏(𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑦𝑦𝑦𝑦(𝑡𝑡𝑡𝑡)を税額として扱っている。 

















 他方，Lucas and Stokey (1983) のモデルは6，いくつかの重要な点で上記の Barroモデ
ルとは異なる特徴を持つ。第 1に，Barro (1979) では消費者の効用や行動が明示されず，
課税ベースが外生的に与えられる代わりに，課税の厚生費用はアドホックな徴税費用関数
として表現されているのに対して，Lucas and Stokey (1983) では消費者の余暇選択や貯
蓄選択が内生化されたうえで，労働所得税によって資源配分に歪みが発生する7。 
 第 2に，Barro (1979) では利子率が外生的に与えられるのに対して，Lucas and 
Stokey (1983) では，利子率の代わりに異時点間の相対価格の役割を果たす債券価格が内
生的に決定される。第 3に，Barro (1979) では政府の通時的予算制約が唯一の制約条件と
して明示されているのに対して，Lucas and Stokey (1983) では消費者の通時的予算制約
の他に各期の資源制約が存在する。第 4に，Barro (1979) では政府の目的関数である徴税
費用が利子率で割り引かれているのに対して，Lucas and Stokey (1983) では，政府の目
的関数である消費者の効用を割り引く際には，利子率から独立した主観的割引率が用いら
れる。そして第 5に，Barro (1979) では不確実性が明示的に考慮されていないのに対して
8，Lucas and Stokey (1983) では政府支出の系列に関する不確実性が考慮されている。 
 このような設定のもとで，Lucas and Stokey (1983) では，各期の税率はその期の政府
支出に依存する，という性質が導出される9。つまり，政府支出が異なる場合には異なる税
率も許容されるため，税率は異時点間で必ずしも平準化されない。その一方で，論文中で
                                                   
から誤植と推察される。また，Barro (1986) では目的関数は明示されていない。 
5 Barro (1979) では導出過程は明示されていないが，(2)式の制約下で(3)式を最小化するラグランジュ関
数を構築し，𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡+𝑡𝑡に関する 1階条件を求めると，ラグランジュ乗数を媒介として𝑓𝑓𝑓𝑓′𝑓𝑓𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡) 𝑍𝑍 𝑓𝑓𝑓𝑓′𝑓𝑓𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡+𝑡𝑡)とな
り，𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡 𝑍𝑍 𝑓𝑓𝑓𝑓𝑡𝑡𝑡𝑡+𝑡𝑡という解が導出される。 
6 Lucas and Stokey (1983) は財政政策のモデルと金融政策のモデルで構成されるが，本稿で議論の対象
としているのは前者である。 
7 Chari and Kehoe (1999) は，Barro (1979) のモデルを誘導型（reduced-form）と表現している。 
8 ただし，理論分析の後半では外生変数の予期せぬ変化が導入される。 












目する。Lucas and Stokey (1983) では，政府が発行した公債はすべて消費者によって保
有されるため，利用可能な資源量を異時点間で調節することができない。そのため，ある
期に政府支出が増加すれば，その期の私的財や余暇に充てることのできる資源量が減少
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から誤植と推察される。また，Barro (1986) では目的関数は明示されていない。 
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8 ただし，理論分析の後半では外生変数の予期せぬ変化が導入される。 











𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2)     (4) 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡は𝑡𝑡𝑡𝑡期の消費，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡は余暇であり (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) ，𝛽𝛽𝛽𝛽は割引因子である。消費者の予算制約は， 
𝑐𝑐𝑐𝑐1 = (1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏1)(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1) − 𝑇𝑇𝑇𝑇1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑏𝑏𝑏𝑏
ℎ     (5) 
𝑐𝑐𝑐𝑐2 = (1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏2)(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) − 𝑇𝑇𝑇𝑇2 − 𝑏𝑏𝑏𝑏
ℎ     (6) 










= 1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (8) 
𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2)
𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1)
= 𝑝𝑝𝑝𝑝     (9) 
ただし，𝑢𝑢𝑢𝑢𝑘𝑘𝑘𝑘(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) ≡ 𝜕𝜕𝜕𝜕𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) 𝜕𝜕𝜕𝜕𝑘𝑘𝑘𝑘𝑡𝑡𝑡𝑡⁄ は𝑘𝑘𝑘𝑘𝑡𝑡𝑡𝑡に関する限界効用を表す (𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑐𝑐𝑐𝑐, 𝑥𝑥𝑥𝑥) 。5.1節で分析
するように，消費者が何らかの理由で貸借市場にアクセスできない場合，(5)式と(6)式のそ
れぞれの制約のもとで行動することになり (𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0) ，その場合の 1階条件は(8)式のみと
なる。 
 Lucas and Stokey (1983) は，政府が解く最適化問題を需要関数の双対性を用いない
Primalアプローチで記述しているが，その際，消費者の 1階条件を予算制約に代入して得
られる実行可能性条件 (IC : implementability conditions) が必要となる。ここでは，(8)
式と(9)式を(7)式に代入することにより，以下のようになる。 
(𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑇𝑇𝑇𝑇1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑇𝑇𝑇𝑇2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 = (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2     (10) 
ここで，𝑢𝑢𝑢𝑢𝑘𝑘𝑘𝑘
𝑡𝑡𝑡𝑡 ≡ 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑘𝑘𝑘𝑘(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)は限界効用を簡略化したものである (𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑐𝑐𝑐𝑐, 𝑥𝑥𝑥𝑥) 。 
─107─5 
次に，政府の予算制約は， 
𝑔𝑔𝑔𝑔1 = 𝜏𝜏𝜏𝜏1(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝑇𝑇𝑇𝑇1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔     (11)
𝑔𝑔𝑔𝑔2 = 𝜏𝜏𝜏𝜏2(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) + 𝑇𝑇𝑇𝑇2 − 𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔     (12)
となる。𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡は𝑡𝑡𝑡𝑡期の政府支出であり (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) ，外生的に与えられるものとする。𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔は政府
が第 1期に発行する債券，つまり公債であり，消費者と同じ債券価格に直面する。𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔に特
に制約がない場合，これらは以下のように統合される。 
𝑔𝑔𝑔𝑔1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑔𝑔𝑔𝑔2 = 𝜏𝜏𝜏𝜏1(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝜏𝜏𝜏𝜏2(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) + 𝑇𝑇𝑇𝑇1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑇𝑇𝑇𝑇2     (13)
最後に，消費者と政府の予算制約を組み合わせることにより，資源制約を以下のように
表現することができる。 
𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑥𝑥𝑥𝑥1 + 𝑔𝑔𝑔𝑔1 = 1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝(𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ)    (14)
𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑥𝑥𝑥𝑥2 + 𝑔𝑔𝑔𝑔2 = 1 − (𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ)    (15)
閉鎖経済では，𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0としたうえで，(14)式と(15)式をそれぞれ用いることになるの
に対して，開放経済では𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ ≠ 0が許容され，これらは以下のように統合される。 





 閉鎖経済では，𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0としたうえで，各期の資源制約(14)(15)式，および実行可能
性条件(10)式のもとで効用(4)式を最大化するように(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡)を選ぶ，というのが政府にと
っての最適化問題となる (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。この問題のラグランジュ関数は， 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2)
+𝜆𝜆𝜆𝜆{(𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑇𝑇𝑇𝑇1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑇𝑇𝑇𝑇2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 − 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2}
+𝜇𝜇𝜇𝜇1(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝜇𝜇𝜇𝜇2(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)      (17)
となる。まず，これを一括税𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，







𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2)     (4) 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡は𝑡𝑡𝑡𝑡期の消費，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡は余暇であり (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) ，𝛽𝛽𝛽𝛽は割引因子である。消費者の予算制約は， 
𝑐𝑐𝑐𝑐1 = (1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏1)(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1) − 𝑇𝑇𝑇𝑇1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝𝑏𝑏𝑏𝑏
ℎ     (5) 
𝑐𝑐𝑐𝑐2 = (1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏2)(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) − 𝑇𝑇𝑇𝑇2 − 𝑏𝑏𝑏𝑏
ℎ     (6) 










= 1 − 𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (8) 
𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2)
𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1)
= 𝑝𝑝𝑝𝑝     (9) 
ただし，𝑢𝑢𝑢𝑢𝑘𝑘𝑘𝑘(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) ≡ 𝜕𝜕𝜕𝜕𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) 𝜕𝜕𝜕𝜕𝑘𝑘𝑘𝑘𝑡𝑡𝑡𝑡⁄ は𝑘𝑘𝑘𝑘𝑡𝑡𝑡𝑡に関する限界効用を表す (𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑐𝑐𝑐𝑐, 𝑥𝑥𝑥𝑥) 。5.1節で分析
するように，消費者が何らかの理由で貸借市場にアクセスできない場合，(5)式と(6)式のそ
れぞれの制約のもとで行動することになり (𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0) ，その場合の 1階条件は(8)式のみと
なる。 
 Lucas and Stokey (1983) は，政府が解く最適化問題を需要関数の双対性を用いない
Primalアプローチで記述しているが，その際，消費者の 1階条件を予算制約に代入して得
られる実行可能性条件 (IC : implementability conditions) が必要となる。ここでは，(8)
式と(9)式を(7)式に代入することにより，以下のようになる。 
(𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑇𝑇𝑇𝑇1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑇𝑇𝑇𝑇2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 = (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2     (10) 
ここで，𝑢𝑢𝑢𝑢𝑘𝑘𝑘𝑘






𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) = 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡), 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (19) 
となり，これを消費者の効用最大化条件である(8)式と組み合わせると， 
𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡 = 0, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (20) 
となる。つまり，一括税が利用可能な状況では，資源配分に歪みをもたらす労働所得税を
利用しないのが最適化条件の 1つとなるのである。 







 開放経済では，𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ ≠ 0が許容されるため，資源制約が(16)式となる他は閉鎖経済と
同じであり，最適化問題のラグランジュ関数は以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆{(𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑇𝑇𝑇𝑇1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑇𝑇𝑇𝑇2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 − 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇{1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)}     (21) 
閉鎖経済の場合と同様に，最適化条件として(18)式や(19)式を得ることができる。そし
て，(20)式も得られ，やはり労働所得税は利用しないことが最適となる。 














 1つは Lucas and Stokey (1983) でも使用されている，以下のような 2次関数である。 
𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐, 𝑥𝑥𝑥𝑥) = 𝑐𝑐𝑐𝑐 + 𝑥𝑥𝑥𝑥 −
1
2
(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑥𝑥𝑥𝑥2)     (22) 
もう 1つは以下のような対数関数 (コブ・ダグラス型) である。 
𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐, 𝑥𝑥𝑥𝑥) = ln 𝑐𝑐𝑐𝑐 + ln 𝑥𝑥𝑥𝑥     (23) 
まず，(19)式より，いずれの効用関数の場合でも，また，閉鎖経済か開放経済かにかか
わらず以下のようになる。 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 = 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (24) 
いずれの効用関数においても消費と余暇に置かれる加重が等しいため，労働所得税が使用
されない場合には，消費と余暇に対して資源を均等に配分することが望ましいのである。 
 次に，閉鎖経済では，これと各期の資源制約 (𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1) を組み合わせることに
より以下のようになる。 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 = 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 =
1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡
2
, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (25) 
これに対して開放経済では，𝛽𝛽𝛽𝛽 = 𝑝𝑝𝑝𝑝を仮定すると，(9)式から𝑐𝑐𝑐𝑐1 = 𝑐𝑐𝑐𝑐2となり，これと(24)
式，および資源制約(16)式を用いることにより， 
𝑐𝑐𝑐𝑐1 = 𝑐𝑐𝑐𝑐2 = 𝑥𝑥𝑥𝑥1 = 𝑥𝑥𝑥𝑥2 =
(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)
4















𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡) = 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡), 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (19) 
となり，これを消費者の効用最大化条件である(8)式と組み合わせると， 
𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡 = 0, 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (20) 
となる。つまり，一括税が利用可能な状況では，資源配分に歪みをもたらす労働所得税を
利用しないのが最適化条件の 1つとなるのである。 







 開放経済では，𝑏𝑏𝑏𝑏𝑔𝑔𝑔𝑔 + 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ ≠ 0が許容されるため，資源制約が(16)式となる他は閉鎖経済と
同じであり，最適化問題のラグランジュ関数は以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆{(𝑐𝑐𝑐𝑐1 + 𝑇𝑇𝑇𝑇1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽(𝑐𝑐𝑐𝑐2 + 𝑇𝑇𝑇𝑇2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 − 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇{1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)}     (21) 
閉鎖経済の場合と同様に，最適化条件として(18)式や(19)式を得ることができる。そし
て，(20)式も得られ，やはり労働所得税は利用しないことが最適となる。 













能な状況は，Lucas and Stokey (1983) の設定に対応するものであるが，一括税が利用で
きない点を除いては 3.1節と同じ状況であるため，政府にとっての最適化問題に関するラ
グランジュ関数は，(17)式に𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡 = 0を代入し (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) ，以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑐𝑐𝑐𝑐2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 − 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇1(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝜇𝜇𝜇𝜇2(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)    (27) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，以下のような 1階条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。 
(1 +  𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 } = (1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 }     (28) 
この最適解を構成する 6つの内生変数(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥1, 𝑥𝑥𝑥𝑥2, 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝜆𝜆𝜆𝜆)は，2つの(28)式，2つの資源制
約，それに(9)式と(10)式という 6つの方程式の解となる。そして，この解を(8)式に代入す
れば労働所得税率𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が定まり，政府の予算制約𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔 = 𝜏𝜏𝜏𝜏2(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) − 𝑔𝑔𝑔𝑔2から公債𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔も定まる。
つまり，3.1節とは異なり，公債も最適政策の一部を構成することになるのである。 
 ところで，𝑡𝑡𝑡𝑡期に関する(28)式は，(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝜆𝜆𝜆𝜆)という 3つの変数で構成される。したがっ
て，𝜆𝜆𝜆𝜆を所与とすると，この式と𝑡𝑡𝑡𝑡期の資源制約 (𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1) を組み合わせれば(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)
が定まることとなる。つまり，𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡を所与とすると，資源制約から(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)に振り向けること










                                                   










𝑡𝑡𝑡𝑡 𝜆𝜆 2𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡(1 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 + (1 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)
2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡      (30) 
である。Kuhn-Tucker条件より𝜇𝜇𝜇𝜇𝑡𝑡𝑡𝑡 > 0であるから，𝑄𝑄𝑄𝑄𝑡𝑡𝑡𝑡 < 0かつ各期の政府支出がいずれも
非負で少なくともどちらかが厳密に正であれば，𝜆𝜆𝜆𝜆 > 0となる。 
 
4.2 開放経済 
 続いて開放経済である。開放経済で一括税が利用不可能な状況は，利子率 (債券価格) 
が所与であるという点で，Barro (1979) の設定と整合的なものである。ここでも，一括税
が利用できない点を除いては 3.2節と同じ状況であるため，政府にとっての最適化問題に
関するラグランジュ関数は，(21)式に𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡 𝜆𝜆 0を代入し (𝑡𝑡𝑡𝑡 𝜆𝜆 1,2) ，以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 𝜆𝜆 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑐𝑐𝑐𝑐2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 𝜆𝜆 (1 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 𝜆𝜆 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇{1 𝜆𝜆 𝑐𝑐𝑐𝑐1 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥1 𝜆𝜆 𝑔𝑔𝑔𝑔1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝(1 𝜆𝜆 𝑐𝑐𝑐𝑐2 𝜆𝜆 𝑥𝑥𝑥𝑥2 𝜆𝜆 𝑔𝑔𝑔𝑔2)}     (31) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，4.1節の(28)式と同一の条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 𝜆𝜆





 ここでも，𝑡𝑡𝑡𝑡期に関する(28)式は，(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝜆𝜆𝜆𝜆)という 3つの変数で構成されるが，閉鎖経済
の場合とは異なり，𝜆𝜆𝜆𝜆を所与としても，𝑡𝑡𝑡𝑡期の資源制約と組み合わせて(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)を定めること
はできない。資源制約が 1本に統合されているため，2本の(28)式と(9)式を組み合わせる













能な状況は，Lucas and Stokey (1983) の設定に対応するものであるが，一括税が利用で
きない点を除いては 3.1節と同じ状況であるため，政府にとっての最適化問題に関するラ
グランジュ関数は，(17)式に𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡 = 0を代入し (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) ，以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑐𝑐𝑐𝑐2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1 − 𝛽𝛽𝛽𝛽(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇1(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝜇𝜇𝜇𝜇2(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)    (27) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，以下のような 1階条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。 
(1 +  𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 } = (1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 }     (28) 
この最適解を構成する 6つの内生変数(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥1, 𝑥𝑥𝑥𝑥2, 𝑝𝑝𝑝𝑝, 𝜆𝜆𝜆𝜆)は，2つの(28)式，2つの資源制
約，それに(9)式と(10)式という 6つの方程式の解となる。そして，この解を(8)式に代入す
れば労働所得税率𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が定まり，政府の予算制約𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔 = 𝜏𝜏𝜏𝜏2(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2) − 𝑔𝑔𝑔𝑔2から公債𝑏𝑏𝑏𝑏
𝑔𝑔𝑔𝑔も定まる。
つまり，3.1節とは異なり，公債も最適政策の一部を構成することになるのである。 
 ところで，𝑡𝑡𝑡𝑡期に関する(28)式は，(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝜆𝜆𝜆𝜆)という 3つの変数で構成される。したがっ
て，𝜆𝜆𝜆𝜆を所与とすると，この式と𝑡𝑡𝑡𝑡期の資源制約 (𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1) を組み合わせれば(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)
が定まることとなる。つまり，𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡を所与とすると，資源制約から(𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡, 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)に振り向けること










                                                   




 ここでも 3.3節と同様に 2つの関数型を用いて効用関数を特定化し，閉鎖経済と開放経
済で実現する資源配分を確認する。ただし，ここでは各期の政府支出はいずれも非負であ
り，少なくともどちらかが厳密に正であるとする。いずれの効用関数においても𝑄𝑄𝑄𝑄𝑡𝑡𝑡𝑡 < 0と
なるため，閉鎖経済と開放経済のどちらにおいても𝜆𝜆𝜆𝜆 > 0が成立する。 
 まず，効用関数が(22)式で与えられる場合，(28)式から以下のような関係が成立する。 
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 =
𝜆𝜆𝜆𝜆
1 + 2𝜆𝜆𝜆𝜆























1 + 3𝜆𝜆𝜆𝜆 + (1 + 2𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡




















3(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆 − √(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡)2 + 6𝜆𝜆𝜆𝜆(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆2
4
     (38) 
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 =
1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝜆𝜆𝜆𝜆 + √(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡)2 + 6𝜆𝜆𝜆𝜆(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆2
4
     (39) 
となり12，これを(8)式に代入することにより，以下を得ることができる。 
𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡 =
1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 + 3𝜆𝜆𝜆𝜆 − √(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡)2 + 6𝜆𝜆𝜆𝜆(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆2
2𝜆𝜆𝜆𝜆





1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡 + 3𝜆𝜆𝜆𝜆 − √(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡)2 + 6𝜆𝜆𝜆𝜆(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆2
2𝜆𝜆𝜆𝜆√(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡)2 + 6𝜆𝜆𝜆𝜆(1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡) + 𝜆𝜆𝜆𝜆2









他方，開放経済の場合，3.3節と同様に，いずれの効用関数の場合でも，𝛽𝛽𝛽𝛽 = 𝑝𝑝𝑝𝑝 を仮定
することにより，(9)式から𝑐𝑐𝑐𝑐1 = 𝑐𝑐𝑐𝑐2となる。また，これと(28)式から𝑥𝑥𝑥𝑥1 = 𝑥𝑥𝑥𝑥2となり，更に
(8)式から 
𝜏𝜏𝜏𝜏1 = 𝜏𝜏𝜏𝜏2     (42) 
となる。つまり，以下の命題が成立する。 
 
命題 3 一括税が利用できない場合，開放経済において𝛽𝛽𝛽𝛽 = 𝑝𝑝𝑝𝑝 であるときには，効用関数
が(22)式か(23)式かにかかわらず，異時点間で政府支出が異なる状況でも税率は等しくす
るのが望ましい。 
                                                   
12 2次方程式を解くと 2つの解が発生するが，(39)式右辺の分子の根号の係数が負となる解の場合，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡が
負となることから排除される。 





 ここでも 3.3節と同様に 2つの関数型を用いて効用関数を特定化し，閉鎖経済と開放経
済で実現する資源配分を確認する。ただし，ここでは各期の政府支出はいずれも非負であ
り，少なくともどちらかが厳密に正であるとする。いずれの効用関数においても𝑄𝑄𝑄𝑄𝑡𝑡𝑡𝑡 < 0と
なるため，閉鎖経済と開放経済のどちらにおいても𝜆𝜆𝜆𝜆 > 0が成立する。 
 まず，効用関数が(22)式で与えられる場合，(28)式から以下のような関係が成立する。 
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡 =
𝜆𝜆𝜆𝜆
1 + 2𝜆𝜆𝜆𝜆























1 + 3𝜆𝜆𝜆𝜆 + (1 + 2𝜆𝜆𝜆𝜆)𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡




























込んだ実行可能性条件は，各期の予算制約(5)(6)式に，𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡 = 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0としたうえで(8)式を代
入したものであり，以下のようになる。 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 = (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 , 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (43) 
政府の最適化問題は，各期の資源制約と各期の実行可能性条件である(43)式を制約とす
ることになり，そのラグランジュ関数は以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆1{𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1} + 𝜆𝜆𝜆𝜆2{𝑐𝑐𝑐𝑐2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇1(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝜇𝜇𝜇𝜇2(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)    (44) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，以下のような 1階条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。 
(1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 } = (1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 }     (45) 
式の形は(28)式に似ているが，実行可能性条件に関するラグランジュ乗数𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡が各期で異な
りうるという点が特徴である。 
この最適解を構成する 6つの内生変数(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥1, 𝑥𝑥𝑥𝑥2, 𝜆𝜆𝜆𝜆1, 𝜆𝜆𝜆𝜆2)は，2つの(45)式，2つの資源
制約，および 2つの(43)式という 6つの方程式の解となる。そして，この解を(8)式に代入
すれば労働所得税率𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が定まるが，公債を利用できないため，政府の予算制約から 



















𝑡𝑡𝑡𝑡 ) = 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 , 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2    (47) 
ここでは，この条件を制約として使用し14，政府の最適化問題に関するラグランジュ関数
は以下のようになる。 








+𝜇𝜇𝜇𝜇{1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1 + 𝑝𝑝𝑝𝑝(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)}     (48) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，以下のような 1階条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。 
(1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡)(𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 ) + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡{(1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)(𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − 2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 ) − 𝑔𝑔𝑔𝑔𝑡𝑡𝑡𝑡(𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − 𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 )} = 0    (49) 
この最適解を構成する 6つの内生変数(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥1, 𝑥𝑥𝑥𝑥2, 𝜆𝜆𝜆𝜆1, 𝜆𝜆𝜆𝜆2)は，2つの(49)式，1つの資源制
約，2つの(47)式，および(9)式という 6つの方程式の解となる。そして，この解を(8)式に
代入すれば労働所得税率𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が定まるが，ここでも公債が利用できないため，政府の予算制





まず，政府支出は𝑔𝑔𝑔𝑔1 = 0.1，𝑔𝑔𝑔𝑔2 = 0とする。つまり，第 1期にのみ政府支出が必要とな
る。次に，消費者の主観的な割引因子を𝛽𝛽𝛽𝛽 = 1とし，開放経済では債券価格を𝑝𝑝𝑝𝑝 = 1に固定
する。この設定のもとで，各ケースにおける主要な変数は表 1と表 2のようになる。 
                                                   

















込んだ実行可能性条件は，各期の予算制約(5)(6)式に，𝑇𝑇𝑇𝑇𝑡𝑡𝑡𝑡 = 𝑏𝑏𝑏𝑏ℎ = 0としたうえで(8)式を代
入したものであり，以下のようになる。 
𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 = (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 , 𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2     (43) 
政府の最適化問題は，各期の資源制約と各期の実行可能性条件である(43)式を制約とす
ることになり，そのラグランジュ関数は以下のようになる。 
𝐿𝐿𝐿𝐿 = 𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑥𝑥𝑥𝑥1) + 𝛽𝛽𝛽𝛽𝑢𝑢𝑢𝑢(𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥2) 
+𝜆𝜆𝜆𝜆1{𝑐𝑐𝑐𝑐1𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
1 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
1} + 𝜆𝜆𝜆𝜆2{𝑐𝑐𝑐𝑐2𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
2 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
2} 
+𝜇𝜇𝜇𝜇1(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥1 − 𝑔𝑔𝑔𝑔1) + 𝜇𝜇𝜇𝜇2(1 − 𝑐𝑐𝑐𝑐2 − 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 𝑔𝑔𝑔𝑔2)    (44) 
これを𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡と𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡について最適化すると，以下のような 1階条件が導出される (𝑡𝑡𝑡𝑡 = 1,2) 。 
(1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑐𝑐𝑐𝑐
𝑡𝑡𝑡𝑡 } = (1 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 + 𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡{𝑐𝑐𝑐𝑐𝑡𝑡𝑡𝑡𝑢𝑢𝑢𝑢𝑐𝑐𝑐𝑐𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 − (1 − 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑡𝑡𝑡𝑡)𝑢𝑢𝑢𝑢𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥
𝑡𝑡𝑡𝑡 }     (45) 
式の形は(28)式に似ているが，実行可能性条件に関するラグランジュ乗数𝜆𝜆𝜆𝜆𝑡𝑡𝑡𝑡が各期で異な
りうるという点が特徴である。 
この最適解を構成する 6つの内生変数(𝑐𝑐𝑐𝑐1, 𝑐𝑐𝑐𝑐2, 𝑥𝑥𝑥𝑥1, 𝑥𝑥𝑥𝑥2, 𝜆𝜆𝜆𝜆1, 𝜆𝜆𝜆𝜆2)は，2つの(45)式，2つの資源
制約，および 2つの(43)式という 6つの方程式の解となる。そして，この解を(8)式に代入
すれば労働所得税率𝜏𝜏𝜏𝜏𝑡𝑡𝑡𝑡が定まるが，公債を利用できないため，政府の予算制約から 









表 1 効用関数が 2次関数の場合 
 
 
表 2 効用関数が対数関数の場合 
 
 
主要な特徴は 5つある。第 1に，閉鎖経済では政府支出をすべて第 1期の資源で賄うの
に対して，開放経済では利用可能な資源量が平準化されている。第 2に，一括税が利用可
能な場合，労働所得税率はゼロとなり，公債の水準は確定しない。これは，公債が資源配








ケースでは𝜏𝜏𝜏𝜏1 < 𝜏𝜏𝜏𝜏2，対数関数のケースでは𝜏𝜏𝜏𝜏1 > 𝜏𝜏𝜏𝜏2となっているのに対して (命題 2) ，開
放経済では𝜏𝜏𝜏𝜏1 = 𝜏𝜏𝜏𝜏2となっている (命題 3) 。ただし，閉鎖経済では𝜏𝜏𝜏𝜏1 ≠ 𝜏𝜏𝜏𝜏2となるものの，
その差は 1割程度であり，公債が利用できない場合に比べれば，税率も平準化されている
と考えて問題なさそうである。Chari et al. (1994) は，彼らの分析結果に関する主要な特
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の期の政府支出に依存せず等しくなる。つまり，Barro (1979) で示された性質が Lucas 
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れた性質が Lucas and Stokey (1983) の枠組みで実現するには，開放経済で利子率が一定
であり，なおかつ割引率と利子率が等しくなることが必要である。 
